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研究成果概要 

 本研究では、平成２１年度から継続されている、全天監視高精度宇宙線望遠鏡（Ashra）

の特性改善を実証するために試作したイメージセンサーの特性評価を行った。図１に改

良型イメージセンサーのレイアウト図を示す。この LSI は瞬間的な宇宙線事象をとらえ

るために高速な応答ができるように回路の最適化を行っている。また、ROHM 社 0.18

μｍプロセスを用いることにより高速化が可能となった。LSI は VDEC（東京大学大規

模集積システム設計教育研究センター）を通して試作された。試作品は平成２２年度の

７月に納品され、応答速度を測定することにより特性の評価を行った。入力電子数と応

答時間の関係を図２に示す。桃色の曲線は特性改善前のセンサーで測定された応答特性

であり、その他の色の曲線は本研究で試作したセンサーで測定された応答特性である。

グラフより、15～30nsほど応答が高速化しており、改善後のセンサーの応答時間は、改

善前の半分程度になっていることがわかる。これらの結果から、本研究によりイメージ

センサーの特性改善が実現できたことがわかる。また、本研究で開発されたセンサーを

実機に適用すれば、トリガーシステムにおけるデッドタイムを減らす事ができ、システ

ム全体の特性改善が期待される。 

  

図１ 設計された LSIのレイアウト        図２ 入力電子数と遅延時間 

桃色：特性改善前のセンサー 

その他：本試作により作製したセンサー 
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